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核兵器廃絶日本NGO連絡会

核不拡散条約（NPT）再検討会議第再検討会議第 1 回準備委員会に向けた要請および質問向けた要請および質問けた要請および質問要請および質問および質問質問

　昨年 2月来のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でへのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威では、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で使用が切迫した脅威でが切迫した脅威で切迫した脅威でした脅威で脅威でで
あるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でことを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第しています。このロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第背景に昨年行われた第に昨年行われた第われた脅威で第 10回核不拡散条約
（NPT）再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、が切迫した脅威で最終文書の合意に失敗したことから、のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で合意に失敗したことから、に失敗したことから、した脅威でことから、核兵器の使用が切迫した脅威で7月 31日よりウィーンで始まウィーンで始まで始まま
るウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で第 11回再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、に向けた第けた脅威で第 1回準備委員会でのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で議が最終文書の合意に失敗したことから、論に、私たちは注目しています。に、核兵器の使用が切迫した脅威で私たちは注目しています。た脅威でちは注目しています。しています。
　今年 5月のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でG7広島サミットの開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与サミットの開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与は、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与へのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第的関心を高めることに寄与を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第高めることに寄与めるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でことに寄与
しました脅威で。しかし、核兵器の使用が切迫した脅威でG7首脳は「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによるは「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによるに関するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で広島サミットの開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与ビジョンで始ま」において、核兵器の使用が切迫した脅威でロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で
核のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で威で嚇を非難しつつも、自らの核兵器については「防衛目的のために役割を果たし、侵を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第非難しつつも、自らの核兵器については「防衛目的のために役割を果たし、侵しつつも、核兵器の使用が切迫した脅威で自らの核兵器については「防衛目的のために役割を果たし、侵らのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器については「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる防衛目しています。的のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でた脅威でめに役割を果たし、侵を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第果たし、侵た脅威でし、核兵器の使用が切迫した脅威で侵
略を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第抑止し、ならびに戦争及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正し、核兵器の使用が切迫した脅威でならびに戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正び威で圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第防止し、ならびに戦争及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正」するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でものロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でと宣言しました。いわば核抑止を正しました脅威で。いわば核抑止を正核抑止し、ならびに戦争及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第正
当化する政治宣言が被爆地広島で出されたことについて、私たちは強く抗議します。するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で政治宣言しました。いわば核抑止を正が切迫した脅威で被爆地広島サミットの開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与で出されたことについて、私たちは強く抗議します。された脅威でことについて、核兵器の使用が切迫した脅威で私たちは注目しています。た脅威でちは強く抗議します。く抗議します。抗議が最終文書の合意に失敗したことから、します。
　核抑止し、ならびに戦争及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正とは、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で使用が切迫した脅威でを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第前提とする政策です。そのような政策は「核戦争が全人類とするウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で政策です。そのような政策は「核戦争が全人類です。そのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でような政策です。そのような政策は「核戦争が全人類は「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる核戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でが切迫した脅威で全人類
に惨害をもたらすものであり、したがって、このような戦争の危険を回避するためにあらを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第もた脅威でらすものロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威ででありウィーンで始ま、核兵器の使用が切迫した脅威でした脅威でが切迫した脅威でって、核兵器の使用が切迫した脅威でこのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でような戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で危険を回避するためにあらを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第回避するためにあらするウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でた脅威でめにあら

ゆるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で努力を払」う（前文）とするを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第払」う（前文）とする」う（前文）再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、とするウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でNPTのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で目しています。的と両立しません。しません。
　NPTは核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる・不拡散体制の礎石であり、とりわけその第のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で礎石であり、とりわけその第でありウィーンで始ま、核兵器の使用が切迫した脅威でとりウィーンで始まわけそのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で第 6条のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で誠実な履行は核兵器のな履行われた第は核兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で
ない世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で達成と維持に不可欠であることを、核兵器国をはじめとする全てのと維持に不可欠であることを、核兵器国をはじめとする全てのに不可欠であることを、核兵器国をはじめとする全てのであるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でことを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器国をはじめとする全てのを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第はじめとするウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で全てのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でNPT締約
国をはじめとする全てのはた脅威でびた脅威でび再確認してきたところです。してきた脅威でところです。
　また脅威で、核兵器の使用が切迫した脅威で第 6条はすべてのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で締約国をはじめとする全てののロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で義務であって、核兵器の使用が切迫した脅威で日本を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第含めた非核兵器国にも履行義務めた脅威で非核兵器国をはじめとする全てのにも履行われた第義務
が切迫した脅威であるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でことを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第忘れてはなりません。被爆国である日本こそ第れてはなりウィーンで始まません。被爆国をはじめとする全てのであるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で日本こそ第 6条のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で履行われた第に向けた第け率先して行して行われた第
動することが求められています。するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でことが切迫した脅威で求められています。められています。
　来のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でNPT再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、準備委員会に臨む日本政府の考え方について、以下の通り要請おむ日本政府の考え方について、以下の通り要請お日本政府の考え方について、以下の通り要請おのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で考え方について、以下の通り要請おえ方について、以下の通り要請お方について、以下の通り要請おについて、核兵器の使用が切迫した脅威で以下の通り要請おのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で通り要請おりウィーンで始ま要請おお
よび質問を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第いた脅威でします。

1. NPT 第 6 条の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについてに向けた要請および質問関するこれまでのコミットメントについてするこれまでの核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについてコミットメントに向けた要請および質問ついて

【要請および質問】来たる準備委員会では、第た要請および質問る準備委員会では、第第 6 条に向けた要請および質問関するこれまでのコミットメントについてする既存のコミットメントを再確認するだけでなく、その核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについてコミットメントを再確認するだけでなく、そ再確認するだけでなく、そするだけでなく、第そ
の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて具体的な履行計画とその実行を核兵器国に求めてください。な履行計画とその実行を核兵器国に求めてください。とその核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて実行を再確認するだけでなく、そ核兵器国に求めてください。に向けた要請および質問求めてください。めてください。

【質問】NPT締約国をはじめとする全てのはこれまで、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で廃絶を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第達成と維持に不可欠であることを、核兵器国をはじめとする全てのするウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる核兵器国をはじめとする全てのによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で明確な約束」」
（2000年最終文書の合意に失敗したことから、）再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第含めた非核兵器国にも履行義務む日本政府の考え方について、以下の通り要請お、核兵器の使用が切迫した脅威で第 6条履行われた第のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でた脅威でめのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で合意に失敗したことから、（1995年、核兵器の使用が切迫した脅威で2000年、核兵器の使用が切迫した脅威で2010年）再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第積
み重ねてきました。日本が昨年国連総会に出して採択された核兵器廃絶決議（重ねてきました。日本が昨年国連総会に出して採択された核兵器廃絶決議（ねてきました脅威で。日本が切迫した脅威で昨年国をはじめとする全ての連総会に出されたことについて、私たちは強く抗議します。して採択された核兵器廃絶決議（された脅威で核兵器廃絶決議が最終文書の合意に失敗したことから、（A/RES/
77/76）再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、は、核兵器の使用が切迫した脅威で核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによるに関するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる既存のコミットメントの有効性を再確認」していますが、のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でコミットの開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与メンで始まトの開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で有効性を再確認」していますが、を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第再確認してきたところです。」していますが切迫した脅威で、核兵器の使用が切迫した脅威で
前年のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で決議が最終文書の合意に失敗したことから、（A/RES/76/54）再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で本文第 1節にあった「第にあった脅威で「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる第 6条のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で規定を含む全ての面におけを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第含めた非核兵器国にも履行義務む日本政府の考え方について、以下の通り要請お全てのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で面におけにおけ
るウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で条約のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で完全で着実な履行は核兵器のな履行われた第」のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で要求められています。は、核兵器の使用が切迫した脅威で前文で言しました。いわば核抑止を正及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でにとどまっています。それはなぜ

でしょうか。また脅威で、核兵器の使用が切迫した脅威で日本自らの核兵器については「防衛目的のために役割を果たし、侵身としては、としては、核兵器の使用が切迫した脅威でNPT第 6条履行われた第のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でた脅威でめのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる既存のコミットメントの有効性を再確認」していますが、のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でコミットの開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与メンで始ま
トの開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与」を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第今後どのように履行していく考えでしょうか。どのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でように履行われた第していく抗議します。考え方について、以下の通り要請おえ方について、以下の通り要請おでしょうか。

2. 核兵器の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて非人道性についてに向けた要請および質問ついて

【要請および質問】「核兵器の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについてあらゆる使用がもたらす壊滅的な人道上の結末への深い懸念」の表明と、「常がもた要請および質問らす壊滅的な履行計画とその実行を核兵器国に求めてください。な人道上の結末への深い懸念」の表明と、「常の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて結末への深い懸念」の表明と、「常への核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて深い懸念」の表明と、「常い懸念」の表明と、「常の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて表明と、「常と、第「常

に向けた要請および質問国に求めてください。際人道法を含む適用可能な国際法を遵守する」必要性を再確認したを再確認するだけでなく、そ含む適用可能な国際法を遵守する」必要性を再確認したむ適用可能な国際法を遵守する」必要性を再確認した適用がもたらす壊滅的な人道上の結末への深い懸念」の表明と、「常可能な国際法を遵守する」必要性を再確認したな国に求めてください。際法を含む適用可能な国際法を遵守する」必要性を再確認したを再確認するだけでなく、そ遵守する」必要性を再確認したする」の表明と、「常必要性についてを再確認するだけでなく、そ再確認するだけでなく、そした要請および質問 2010 年の最終文書にの核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて最終文書にに向けた要請および質問
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ついて、第日本政府としてその重要性を改めて表明してください。としてその核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて重要性についてを再確認するだけでなく、そ改めて表明してください。めて表明と、「常してください。

【質問】核兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で非人道性を再確認」していますが、は、核兵器の使用が切迫した脅威で被爆国をはじめとする全てのた脅威でるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で日本が切迫した脅威で核兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で廃絶を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第めざす根拠であり、その認でありウィーンで始ま、核兵器の使用が切迫した脅威でそのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で認してきたところです。

識を世界的に共有することは、核兵器のない世界の達成と維持の基盤となります。を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第的に共有するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でことは、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でない世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で達成と維持に不可欠であることを、核兵器国をはじめとする全てのと維持に不可欠であることを、核兵器国をはじめとする全てののロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で基盤となります。となりウィーンで始まます。2010
年のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でNPT再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で最終文書の合意に失敗したことから、では、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で非人道性を再確認」していますが、へのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる深い懸念」と並んで、国い懸念」と並んで、国」と並んで、国んで、核兵器の使用が切迫した脅威で国をはじめとする全ての
際人道法を「常に遵守する」ことの重要性が強調されました。日本政府は、「防衛目的」を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる常に遵守する」ことの重要性が強調されました。日本政府は、「防衛目的」に遵守する」ことの重要性が強調されました。日本政府は、「防衛目的」するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で」ことのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で重ねてきました。日本が昨年国連総会に出して採択された核兵器廃絶決議（要性を再確認」していますが、が切迫した脅威で強く抗議します。調されました。日本政府は、「防衛目的」されました脅威で。日本政府の考え方について、以下の通り要請おは、核兵器の使用が切迫した脅威で「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる防衛目しています。的」
でのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で使用が切迫した脅威でを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第是認してきたところです。するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で政策です。そのような政策は「核戦争が全人類を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第とっているウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でと思われますが、そのような日本の政策はわれますが切迫した脅威で、核兵器の使用が切迫した脅威でそのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でような日本のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で政策です。そのような政策は「核戦争が全人類は、核兵器の使用が切迫した脅威で
国をはじめとする全ての際人道法を「常に遵守する」ことの重要性が強調されました。日本政府は、「防衛目的」を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる常に遵守する」ことの重要性が強調されました。日本政府は、「防衛目的」に遵守する」ことの重要性が強調されました。日本政府は、「防衛目的」するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で」ことと両立しません。しますか。すなわち、核兵器の使用が切迫した脅威で国をはじめとする全ての際人道法を「常に遵守する」ことの重要性が強調されました。日本政府は、「防衛目的」に合致する核するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で核
兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で使用が切迫した脅威ではありウィーンで始まえ方について、以下の通り要請おますか。日本政府の考え方について、以下の通り要請おのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で考え方について、以下の通り要請おえ方について、以下の通り要請おとそのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で理由を説明してください。を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第説明してく抗議します。ださい。

3. 核兵器の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて先行不使用がもたらす壊滅的な人道上の結末への深い懸念」の表明と、「常政策についてに向けた要請および質問ついて

【要請および質問】核兵器の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて先制不使用がもたらす壊滅的な人道上の結末への深い懸念」の表明と、「常政策について（先行不使用がもたらす壊滅的な人道上の結末への深い懸念」の表明と、「常政策についてとも呼ばれる）の採用を、一方的であるなしばれる）再検討会議第の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて採用がもたらす壊滅的な人道上の結末への深い懸念」の表明と、「常を再確認するだけでなく、そ、第一方的な履行計画とその実行を核兵器国に求めてください。であるなし
に向けた要請および質問かかわらず、第すべての核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて核兵器国に求めてください。に向けた要請および質問奨励してください。してください。

【質問】日本政府の考え方について、以下の通り要請おは、核兵器の使用が切迫した脅威で米国をはじめとする全てのが切迫した脅威で一方について、以下の通り要請お的に行われた第う先して行制の礎石であり、とりわけその第不使用が切迫した脅威で宣言しました。いわば核抑止を正では「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる日本のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で安全保障に万全を期に万全を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第期
すことが切迫した脅威でできない」と言しました。いわば核抑止を正っています。それは、核兵器の使用が切迫した脅威で日本は米国をはじめとする全てのによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で核のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で先して行制の礎石であり、とりわけその第使用が切迫した脅威でを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第求められています。めてい
るウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でことだと理解してよろしいですか。政府はまた「すべての核兵器国が検証可能な形で同してよろしいですか。政府の考え方について、以下の通り要請おはまた脅威で「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによるすべてのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器国をはじめとする全てのが切迫した脅威で検証可能な形で同な形で同で同
時に行わなければ有意義ではない」と述べていますが、「すべての核兵器国による検証可に行われた第わなければ核抑止を正有意に失敗したことから、義ではない」と述べていますが、「すべての核兵器国による検証可べていますが切迫した脅威で、核兵器の使用が切迫した脅威で「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによるすべてのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器国をはじめとする全てのによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で検証可

能な形で同な形で同」とは具体的にどのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でような要件を考えているのですか。日本は、を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第考え方について、以下の通り要請おえ方について、以下の通り要請おているウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でですか。日本は、核兵器の使用が切迫した脅威で2019年NPT準備
委員会でのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で共同作業文書の合意に失敗したことから、（WP.31）再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、で、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で運用が切迫した脅威で状態とリスクの低減について、「一とリスクのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で低減について、「一について、核兵器の使用が切迫した脅威で「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる一
方について、以下の通り要請お的、核兵器の使用が切迫した脅威で二国をはじめとする全ての間、核兵器の使用が切迫した脅威で地域的にかかわらず、核兵器の使用が切迫した脅威で具体的かつ意に失敗したことから、味のある措置」をとるよう求めていまのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威であるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で措置」をとるよう求めていま」を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第とるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でよう求められています。めていま
す。先して行制の礎石であり、とりわけその第不使用が切迫した脅威でについても、核兵器の使用が切迫した脅威で一方について、以下の通り要請お的であるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でなしにかかわらず支持に不可欠であることを、核兵器国をはじめとする全てのすべきではないですか。

4. 核兵器の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて材料を生み出す再処理計画についてを再確認するだけでなく、そ生み出す再処理計画についてみ出す再処理計画について出す再処理計画についてす再処理計画とその実行を核兵器国に求めてください。に向けた要請および質問ついて

【要請および質問】使用がもたらす壊滅的な人道上の結末への深い懸念」の表明と、「常済み核燃料の再処理計画を凍結することで、プルトニウム量の増加を抑制し、さらにみ出す再処理計画について核燃料を生み出す再処理計画についての核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて再処理計画とその実行を核兵器国に求めてください。を再確認するだけでなく、そ凍結することで、第プルトニウム量の増加を抑制し、さらに量の増加を抑制し、さらにの核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて増加を抑制し、さらにを再確認するだけでなく、そ抑制し、第さらに向けた要請および質問
削減することの重要性を国際社会に示してください。することの核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて重要性についてを再確認するだけでなく、そ国に求めてください。際社会に向けた要請および質問示してください。してください。

【質問】45トの開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与ンで始まを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第超す日本のプルトウム保有に対しては、国際的な懸念が繰り返し表明さす日本のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でプルトの開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与ウム保有に対しては、国際的な懸念が繰り返し表明さ保有に対しては、国際的な懸念が繰り返し表明さしては、核兵器の使用が切迫した脅威で国をはじめとする全ての際的な懸念」と並んで、国が切迫した脅威で繰り返し表明さりウィーンで始ま返し表明さし表明さ
れています。原子力を払」う（前文）とする委員会が切迫した脅威で 2018年にプルトの開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与ニウム保有に対しては、国際的な懸念が繰り返し表明さ利用が切迫した脅威でのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる基本的な考え方について、以下の通り要請おえ方について、以下の通り要請お方について、以下の通り要請お」を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第策です。そのような政策は「核戦争が全人類定を含む全ての面におけし
て以降も、その保有量に顕著な変化は見られません。日本政府としての信頼醸成の取り組も、核兵器の使用が切迫した脅威でそのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で保有量に顕著な変化は見られません。日本政府としての信頼醸成の取り組に顕著な変化は見られません。日本政府としての信頼醸成の取り組な変化する政治宣言が被爆地広島で出されたことについて、私たちは強く抗議します。は見られません。日本政府としての信頼醸成の取り組られません。日本政府の考え方について、以下の通り要請おとしてのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で信頼醸成と維持に不可欠であることを、核兵器国をはじめとする全てののロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で取り組りウィーンで始ま組
み重ねてきました。日本が昨年国連総会に出して採択された核兵器廃絶決議（について説明してく抗議します。ださい。北東アジアでは、日本が民生用の六ヶ所再処理工場を建設アによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でジアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威ででは、核兵器の使用が切迫した脅威で日本が切迫した脅威で民生用が切迫した脅威でのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で六ヶ所再処理工場を建設ヶ所再処理工場を建設所再処理工場を建設を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第建設
中であり、中国は軍民両用の再処理施設を建設中かつ商業規模の再処理施設建設も検討中でありウィーンで始ま、核兵器の使用が切迫した脅威で中であり、中国は軍民両用の再処理施設を建設中かつ商業規模の再処理施設建設も検討中国をはじめとする全てのは軍民両用が切迫した脅威でのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で再処理施設を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第建設中であり、中国は軍民両用の再処理施設を建設中かつ商業規模の再処理施設建設も検討中かつ商業規模の再処理施設建設も検討中のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で再処理施設建設も検討中であり、中国は軍民両用の再処理施設を建設中かつ商業規模の再処理施設建設も検討中、核兵器の使用が切迫した脅威で
さらに韓国をはじめとする全てのは乾式再処理のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で研究開発を進めています。日本政府は、核兵器用核分裂性物質を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第進めています。日本政府は、核兵器用核分裂性物質めています。日本政府の考え方について、以下の通り要請おは、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器用が切迫した脅威で核分裂性を再確認」していますが、物質
生産禁止し、ならびに戦争及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正条約（FMCT）再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で交渉開始まを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第訴えていますが、現状の北東アジアにおける核分裂え方について、以下の通り要請おていますが切迫した脅威で、核兵器の使用が切迫した脅威で現状のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で北東アジアでは、日本が民生用の六ヶ所再処理工場を建設アによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でジアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でにおけるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で核分裂
性を再確認」していますが、物質製造技術の拡散状況をどう見ていますか。信頼醸成措置が必要ではありませんか。のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で拡散状況をどう見ていますか。信頼醸成措置が必要ではありませんか。を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第どう見られません。日本政府としての信頼醸成の取り組ていますか。信頼醸成と維持に不可欠であることを、核兵器国をはじめとする全ての措置」をとるよう求めていまが切迫した脅威で必要ではありウィーンで始まませんか。

5． 核兵器禁止条約に向けた要請および質問ついて

【要請および質問】被爆国に求めてください。日本として、第核兵器の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて人道上の結末への深い懸念」の表明と、「常の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて影響に対する深い懸念から成立した核兵器禁止に向けた要請および質問対する深い懸念から成立した核兵器禁止する深い懸念」の表明と、「常い懸念から成立した核兵器禁止した要請および質問核兵器禁止
条約の核軍縮義務に関するこれまでのコミットメントについて意義に向けた要請および質問触れる見解を、ＮＰＴ準備委員会において表明してください。れる見解を、ＮＰＴ準備委員会において表明してください。を再確認するだけでなく、そ、第ＮＰＴ準備委員会において表明してください。準備委員会に向けた要請および質問おいて表明と、「常してください。

【質問】核兵器禁止し、ならびに戦争及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正条約は、核兵器の使用が切迫した脅威で2010年のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でNPT再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、で合意に失敗したことから、された脅威で核兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で非人道性を再確認」していますが、へのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で
深い懸念」と並んで、国い懸念」と並んで、国に基づき、核兵器の使用が切迫した脅威で第 6条に定を含む全ての面におけめるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによるのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる効果たし、侵的措置」をとるよう求めていま」として成と維持に不可欠であることを、核兵器国をはじめとする全ての立しません。した脅威でものロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でです。岸
田首相は、同条約は「核兵器のない世界への出口とも言える重要な条約」であると繰り返は、核兵器の使用が切迫した脅威で同条約は「核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる核兵器のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でない世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第へのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で出されたことについて、私たちは強く抗議します。口とも言える重要な条約」であると繰り返とも言しました。いわば核抑止を正え方について、以下の通り要請おるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で重ねてきました。日本が昨年国連総会に出して採択された核兵器廃絶決議（要な条約」であるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でと繰り返し表明さりウィーンで始ま返し表明さ

し述べていますが、「すべての核兵器国による検証可べています。昨年のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でNPT再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で最終文書の合意に失敗したことから、案は、核兵器禁止条約の採択と発効は、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器禁止し、ならびに戦争及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正条約のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で採択された核兵器廃絶決議（と発を進めています。日本政府は、核兵器用核分裂性物質効
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について言しました。いわば核抑止を正及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正しています。核兵器禁止し、ならびに戦争及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正条約のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で締約国をはじめとする全てのは、核兵器の使用が切迫した脅威で同条約とNPTのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で相は、同条約は「核兵器のない世界への出口とも言える重要な条約」であると繰り返互補完性を再確認」していますが、につ
いて強く抗議します。調されました。日本政府は、「防衛目的」しています。これらのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でことから、核兵器の使用が切迫した脅威で日本が切迫した脅威でNPT準備委員会で核兵器禁止し、ならびに戦争及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正条約のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で意に失敗したことから、
義について表明するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でことは、核兵器の使用が切迫した脅威でNPTを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第重ねてきました。日本が昨年国連総会に出して採択された核兵器廃絶決議（視する日本の基本政策となんら矛盾せず、むしろ諸するウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で日本のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で基本政策です。そのような政策は「核戦争が全人類となんら矛盾せず、むしろ諸せず、核兵器の使用が切迫した脅威でむ日本政府の考え方について、以下の通り要請おしろ諸
国をはじめとする全ての間のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で分断を橋渡しするものとして歓迎されると思われますが、いかがですか。を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第橋渡しするものとして歓迎されると思われますが、いかがですか。しするウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でものロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でとして歓迎されると思われますが、いかがですか。されるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でと思われますが、そのような日本の政策はわれますが切迫した脅威で、核兵器の使用が切迫した脅威でいかが切迫した脅威でですか。

　私たちは注目しています。た脅威でちは、核兵器の使用が切迫した脅威で以上の項目に沿って日本政府の行動に注目し、来たるのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で項目しています。に沿って日本政府の行動に注目し、来たるって日本政府の考え方について、以下の通り要請おのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で行われた第動することが求められています。に注目しています。し、核兵器の使用が切迫した脅威で来のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でた脅威でるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でNPT再検討会議が最終文書の合意に失敗したことから、準備
委員会におけるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で議が最終文書の合意に失敗したことから、論に、私たちは注目しています。に対しては、国際的な懸念が繰り返し表明さするウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で評価を公表していきます。政府が、準備委員会でこれらの事を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第公表していきます。政府の考え方について、以下の通り要請おが切迫した脅威で、核兵器の使用が切迫した脅威で準備委員会でこれらのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で事
項を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第はじめ核軍縮に関する広島ビジョン」において、ロシアによる・不拡散に積極的に取り組りウィーンで始ま組む日本政府の考え方について、以下の通り要請おことを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第期待します。あわせて、本年末にします。あわせて、核兵器の使用が切迫した脅威で本年末にに
ニューヨークで開催は、核兵器問題への世界的関心を高めることに寄与されるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で核兵器禁止し、ならびに戦争及び威圧を防止」するものと宣言しました。いわば核抑止を正条約のロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で第 2回締約国をはじめとする全ての会議が最終文書の合意に失敗したことから、について、核兵器の使用が切迫した脅威で日本として同条
約に加わることをめざしつつオブザーバー参加し、被爆国としての役割を果たすことを求わるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威でことを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第めざしつつオブザーバー参加わることをめざしつつオブザーバー参加し、被爆国としての役割を果たすことを求し、核兵器の使用が切迫した脅威で被爆国をはじめとする全てのとしてのロシアによるウクライナへの侵略戦争は、核兵器の使用が切迫した脅威で役割を果たし、侵を世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第果たし、侵た脅威ですことを世界に示しています。この戦争を背景に昨年行われた第求められています。
めます。
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